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区分｜１：深刻、２：大きい、３：軽微、４：ほとんどない、５：生息なし 

市町村名 区

分 

 市町村名 区

分 

 市町村名 区

分 

 市町村名 区

分 

 市町村名 区
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北海道札幌市 3  北海道奈井江町 3  北海道新冠町 4  岩手県宮古市 2  秋田県上小阿仁村 4 

北海道函館市 3  北海道上砂川町 4  北海道浦河町 3  岩手県大船渡市 3  秋田県藤里町 4 

北海道小樽市 3  北海道長沼町 3  北海道えりも町 3  岩手県花巻市 2  秋田県三種町 5 

北海道旭川市 4  北海道栗山町 2  北海道新ひだか町 3  岩手県久慈市 4  秋田県五城目町 5 

北海道釧路市 2  北海道月形町 3  北海道音更町 3  岩手県遠野市 2  秋田県八郎潟町 5 

北海道帯広市 3  北海道浦臼町 4  北海道士幌町 4  岩手県一関市 2  秋田県井川町 5 

北海道夕張市 2  北海道新十津川町 3  北海道上士幌町 2  岩手県陸前高田市 1  秋田県大潟村 5 

北海道岩見沢市 3  北海道秩父別町 4  北海道鹿追町 4  岩手県釜石市 1  秋田県羽後町 5 

北海道留萌市 4  北海道雨竜町 3  北海道新得町 3  岩手県二戸市 5  山形県山形市 4 

北海道苫小牧市 3  北海道沼田町 3  北海道清水町 3  岩手県八幡平市 4  山形県米沢市 4 

北海道稚内市 2  北海道東神楽町 4  北海道芽室町 4  岩手県奥州市 2  山形県鶴岡市 4 

北海道美唄市 3  北海道当麻町 3  北海道中札内村 3  岩手県雫石町 4  山形県酒田市 4 

北海道芦別市 4  北海道比布町 3  北海道更別村 3  岩手県葛巻町 3  山形県新庄市 5 

北海道赤平市 3  北海道愛別町 3  北海道大樹町 2  岩手県岩手町 3  山形県上山市 4 

北海道士別市 4  北海道上川町 4  北海道広尾町 2  岩手県紫波町 3  山形県村山市 4 

北海道名寄市 4  北海道美瑛町 3  北海道池田町 3  岩手県矢巾町 4  山形県長井市 5 

北海道根室市 2  北海道上富良野町 3  北海道豊頃町 4  岩手県西和賀町 3  山形県天童市 5 

北海道千歳市 3  北海道中富良野町 3  北海道本別町 2  岩手県金ケ崎町 4  山形県東根市 4 

北海道滝川市 4  北海道南富良野町 3  北海道足寄町 4  岩手県平泉町 3  山形県尾花沢市 4 

北海道砂川市 3  北海道占冠村 3  北海道陸別町 3  岩手県住田町 1  山形県南陽市 5 

北海道深川市 2  北海道和寒町 3  北海道浦幌町 3  岩手県山田町 2  山形県山辺町 4 

北海道富良野市 2  北海道剣淵町 4  北海道釧路町 2  岩手県田野畑村 4  山形県中山町 3 

北海道登別市 2  北海道下川町 3  北海道厚岸町 2  岩手県普代村 4  山形県河北町 5 

北海道恵庭市 3  北海道美深町 3  北海道浜中町 2  岩手県軽米町 4  山形県西川町 4 

北海道伊達市 3  北海道音威子府村 2  北海道標茶町 2  岩手県野田村 4  山形県朝日町 4 

北海道北広島市 4  北海道中川町 3  北海道鶴居村 1  岩手県九戸村 3  山形県大江町 4 

北海道石狩市 3  北海道幌加内町 3  北海道白糠町 2  岩手県洋野町 3  山形県大石田町 4 

北海道北斗市 4  北海道増毛町 4  北海道別海町 2  岩手県一戸町 4  山形県金山町 4 

北海道当別町 4  北海道小平町 3  北海道標津町 2  宮城県仙台市 5  山形県舟形町 4 

北海道新篠津村 5  北海道苫前町 3  青森県青森市 5  宮城県白石市 4  山形県大蔵村 4 

北海道福島町 2  北海道羽幌町 3  青森県弘前市 5  宮城県名取市 5  山形県鮭川村 4 

北海道知内町 3  北海道初山別村 2  青森県八戸市 4  宮城県角田市 5  山形県高畠町 4 

北海道木古内町 3  北海道遠別町 4  青森県黒石市 4  宮城県登米市 2  山形県川西町 4 

北海道鹿部町 3  北海道天塩町 4  青森県五所川原市 4  宮城県大崎市 3  山形県小国町 4 

北海道森町 4  北海道猿払村 3  青森県十和田市 4  宮城県蔵王町 3  山形県白鷹町 4 

北海道八雲町 2  北海道浜頓別町 2  青森県平川市 4  宮城県七ヶ宿町 4  山形県飯豊町 4 

北海道長万部町 3  北海道中頓別町 2  青森県平内町 4  宮城県大河原町 5  山形県庄内町 5 

北海道江差町 4  北海道枝幸町 3  青森県今別町 4  宮城県村田町 3  山形県遊佐町 3 

北海道厚沢部町 3  北海道豊富町 3  青森県蓬田村 5  宮城県亘理町 4  福島県会津若松市 3 

北海道乙部町 3  北海道礼文町 5  青森県外ヶ浜町 5  宮城県山元町 3  福島県郡山市 3 

北海道奥尻町 5  北海道幌延町 3  青森県深浦町 4  宮城県利府町 5  福島県白河市 4 

北海道今金町 3  北海道美幌町 3  青森県西目屋村 4  宮城県大和町 5  福島県喜多方市 4 

北海道せたな町 3  北海道津別町 3  青森県大鰐町 4  宮城県大郷町 5  福島県相馬市 5 

北海道島牧村 4  北海道斜里町 3  青森県七戸町 4  宮城県大衡村 4  福島県二本松市 5 

北海道黒松内町 3  北海道小清水町 2  青森県六戸町 5  宮城県色麻町 4  福島県田村市 4 

北海道蘭越町 3  北海道訓子府町 3  青森県横浜町 5  宮城県加美町 4  福島県本宮市 4 

北海道ニセコ町 3  北海道置戸町 2  青森県東北町 4  宮城県女川町 1  福島県桑折町 5 

北海道真狩村 3  北海道佐呂間町 2  青森県六ヶ所村 4  宮城県南三陸町 2  福島県国見町 3 

北海道留寿都村 3  北海道湧別町 3  青森県大間町 5  秋田県秋田市 4  福島県川俣町 5 

北海道京極町 3  北海道滝上町 2  青森県東通村 4  秋田県能代市 4  福島県大玉村 2 

北海道倶知安町 3  北海道雄武町 2  青森県風間浦村 5  秋田県横手市 4  福島県天栄村 4 

北海道共和町 3  北海道大空町 3  青森県佐井村 5  秋田県大館市 4  福島県下郷町 1 

北海道泊村 4  北海道豊浦町 2  青森県三戸町 4  秋田県由利本荘市 5  福島県檜枝岐村 3 

北海道積丹町 2  北海道壮瞥町 3  青森県五戸町 4  秋田県潟上市 4  福島県只見町 3 

北海道古平町 4  北海道白老町 3  青森県田子町 4  秋田県大仙市 5  福島県南会津町 3 

北海道仁木町 4  北海道厚真町 2  青森県南部町 4  秋田県北秋田市 4  福島県北塩原村 3 

北海道余市町 3  北海道洞爺湖町 3  青森県階上町 4  秋田県にかほ市 4  福島県西会津町 3 

北海道赤井川村 4  北海道安平町 3  青森県新郷村 4  秋田県仙北市 4  福島県磐梯町 4 

北海道南幌町 4  北海道むかわ町 2  岩手県盛岡市 3  秋田県小坂町 5  福島県猪苗代町 4 
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福島県会津坂下町 4  群馬県みどり市 2  東京都日の出町 3  石川県白山市 3  長野県軽井沢町 2 

福島県三島町 4  群馬県榛東村 4  東京都檜原村 1  石川県川北町 5  長野県御代田町 3 

福島県昭和村 3  群馬県吉岡町 3  東京都奥多摩町 2  石川県津幡町 4  長野県青木村 3 

福島県会津美里町 1  群馬県下仁田町 2  東京都大島町 5  石川県志賀町 5  長野県長和町 2 

福島県西郷村 2  群馬県南牧村 1  東京都利島村 5  石川県中能登町 4  長野県富士見町 2 

福島県泉崎村 4  群馬県甘楽町 2  東京都三宅村 5  石川県穴水町 4  長野県原村 3 

福島県中島村 5  群馬県中之条町 2  神奈川県相模原市 4  石川県能登町 4  長野県箕輪町 4 

福島県矢祭町 4  群馬県長野原町 4  神奈川県小田原市 1  福井県福井市 2  長野県飯島町 3 

福島県塙町 4  群馬県嬬恋村 3  神奈川県茅ヶ崎市 5  福井県敦賀市 2  長野県南箕輪村 4 

福島県鮫川村 5  群馬県東吾妻町 3  神奈川県秦野市 1  福井県小浜市 2  長野県中川村 3 

福島県石川町 5  群馬県昭和村 4  神奈川県厚木市 3  福井県大野市 2  長野県宮田村 5 

福島県玉川村 5  群馬県玉村町 3  神奈川県南足柄市 3  福井県勝山市 3  長野県松川町 4 

福島県平田村 5  群馬県千代田町 5  神奈川県大磯町 3  福井県鯖江市 3  長野県阿南町 2 

福島県古殿町 5  埼玉県熊谷市 5  神奈川県松田町 4  福井県あわら市 1  長野県阿智村 2 

福島県三春町 5  埼玉県秩父市 1  神奈川県箱根町 2  福井県坂井市 2  長野県平谷村 3 

福島県小野町 4  埼玉県飯能市 1  神奈川県湯河原町 4  福井県永平寺町 3  長野県根羽村 1 

福島県広野町 4  埼玉県本庄市 1  新潟県新潟市 5  福井県池田町 2  長野県売木村 2 

福島県富岡町 4  埼玉県春日部市 5  新潟県長岡市 4  福井県南越前町 1  長野県天龍村 2 

福島県双葉町 5  埼玉県狭山市 5  新潟県三条市 4  福井県美浜町 3  長野県泰阜村 2 

福島県浪江町 5  埼玉県三郷市 5  新潟県柏崎市 4  福井県高浜町 2  長野県喬木村 2 

福島県葛尾村 5  埼玉県日高市 3  新潟県新発田市 4  福井県おおい町 3  長野県豊丘村 2 

福島県新地町 5  埼玉県ふじみ野市 5  新潟県加茂市 4  福井県若狭町 1  長野県大鹿村 2 

茨城県日立市 5  埼玉県三芳町 5  新潟県十日町市 4  山梨県富士吉田市 3  長野県上松町 3 

茨城県土浦市 5  埼玉県毛呂山町 4  新潟県見附市 4  山梨県都留市 1  長野県南木曽町 2 

茨城県石岡市 5  埼玉県越生町 4  新潟県村上市 4  山梨県山梨市 2  長野県木祖村 3 

茨城県龍ケ崎市 4  埼玉県小川町 3  新潟県燕市 5  山梨県大月市 2  長野県王滝村 4 

茨城県常陸太田市 4  埼玉県ときがわ町 2  新潟県糸魚川市 4  山梨県韮崎市 4  長野県大桑村 3 

茨城県北茨城市 5  埼玉県横瀬町 4  新潟県妙高市 4  山梨県北杜市 2  長野県木曽町 2 

茨城県笠間市 5  埼玉県皆野町 2  新潟県五泉市 4  山梨県甲斐市 4  長野県麻績村 2 

茨城県常陸大宮市 5  埼玉県長瀞町 4  新潟県上越市 4  山梨県笛吹市 3  長野県朝日村 3 

茨城県稲敷市 5  埼玉県小鹿野町 1  新潟県阿賀野市 5  山梨県甲州市 1  長野県白馬村 3 

茨城県桜川市 5  埼玉県東秩父村 1  新潟県魚沼市 4  山梨県市川三郷町 4  長野県小谷村 3 

茨城県行方市 5  埼玉県神川町 4  新潟県南魚沼市 4  山梨県早川町 2  長野県坂城町 2 

茨城県小美玉市 5  埼玉県寄居町 5  新潟県胎内市 4  山梨県身延町 2  長野県高山村 3 

茨城県城里町 5  千葉県館山市 4  新潟県阿賀町 4  山梨県富士川町 3  長野県山ノ内町 3 

茨城県大子町 4  千葉県成田市 5  新潟県出雲崎町 4  山梨県西桂町 3  長野県信濃町 4 

栃木県宇都宮市 3  千葉県勝浦市 4  新潟県湯沢町 4  山梨県鳴沢村 3  長野県小川村 2 

栃木県足利市 1  千葉県鴨川市 3  新潟県津南町 4  山梨県富士河口湖町 2  長野県飯綱町 4 

栃木県栃木市 2  千葉県富津市 2  新潟県関川村 4  山梨県小菅村 2  長野県栄村 4 

栃木県佐野市 2  千葉県四街道市 5  新潟県粟島浦村 3  山梨県丹波山村 2  岐阜県岐阜市 3 

栃木県鹿沼市 2  千葉県八街市 5  富山県富山市 3  長野県長野市 3  岐阜県大垣市 2 

栃木県日光市 2  千葉県印西市 5  富山県魚津市 5  長野県松本市 3  岐阜県高山市 2 

栃木県大田原市 4  千葉県匝瑳市 5  富山県氷見市 4  長野県上田市 3  岐阜県多治見市 5 

栃木県矢板市 3  千葉県香取市 5  富山県滑川市 4  長野県岡谷市 1  岐阜県関市 2 

栃木県那須塩原市 3  千葉県山武市 5  富山県黒部市 4  長野県飯田市 1  岐阜県中津川市 3 

栃木県さくら市 5  千葉県いすみ市 4  富山県砺波市 4  長野県須坂市 3  岐阜県美濃市 2 

栃木県那須烏山市 5  千葉県大網白里市 5  富山県小矢部市 4  長野県小諸市 3  岐阜県瑞浪市 4 

栃木県益子町 5  千葉県一宮町 5  富山県南砺市 4  長野県伊那市 2  岐阜県恵那市 2 

栃木県茂木町 5  千葉県睦沢町 4  富山県射水市 4  長野県駒ヶ根市 3  岐阜県美濃加茂市 3 

栃木県芳賀町 5  千葉県長生村 5  富山県立山町 3  長野県中野市 4  岐阜県土岐市 4 

栃木県塩谷町 1  千葉県長柄町 5  富山県入善町 4  長野県大町市 3  岐阜県各務原市 5 

栃木県高根沢町 5  千葉県長南町 3  富山県朝日町 3  長野県飯山市 4  岐阜県可児市 4 

栃木県那須町 4  千葉県大多喜町 3  石川県金沢市 4  長野県茅野市 2  岐阜県山県市 1 

栃木県那珂川町 5  東京都世田谷区 5  石川県小松市 4  長野県塩尻市 2  岐阜県飛騨市 2 

群馬県前橋市 2  東京都北区 5  石川県輪島市 5  長野県千曲市 2  岐阜県郡上市 2 

群馬県桐生市 1  東京都八王子市 4  石川県珠洲市 5  長野県安曇野市 4  岐阜県下呂市 2 

群馬県沼田市 2  東京都青梅市 2  石川県加賀市 4  長野県小海町 3  岐阜県海津市 2 

群馬県富岡市 2  東京都東久留米市 5  石川県羽咋市 4  長野県南相木村 3  岐阜県養老町 3 

群馬県安中市 4  東京都あきる野市 3  石川県かほく市 4  長野県佐久穂町 3  岐阜県垂井町 3 
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岐阜県関ケ原町 1  三重県いなべ市 3  兵庫県南あわじ市 3  鳥取県三朝町 2  広島県府中町 2 

岐阜県輪之内町 5  三重県伊賀市 2  兵庫県朝来市 2  鳥取県湯梨浜町 4  広島県海田町 4 

岐阜県大野町 4  三重県菰野町 2  兵庫県たつの市 4  鳥取県琴浦町 3  広島県安芸太田町 4 

岐阜県池田町 1  三重県多気町 2  兵庫県猪名川町 5  鳥取県北栄町 4  広島県北広島町 2 

岐阜県川辺町 3  三重県大台町 1  兵庫県多可町 2  鳥取県大山町 4  広島県世羅町 2 

岐阜県七宗町 1  三重県度会町 3  兵庫県稲美町 5  鳥取県伯耆町 4  広島県神石高原町 3 

岐阜県白川町 2  三重県大紀町 3  兵庫県福崎町 4  鳥取県日南町 3  山口県下関市 1 

岐阜県東白川村 1  三重県南伊勢町 2  兵庫県神河町 2  鳥取県日野町 4  山口県山口市 4 

岐阜県御嵩町 2  三重県紀北町 2  兵庫県上郡町 3  鳥取県江府町 4  山口県萩市 3 

岐阜県白川村 2  三重県御浜町 3  兵庫県佐用町 4  島根県松江市 3  山口県防府市 5 

静岡県静岡市 1  滋賀県大津市 1  兵庫県香美町 1  島根県浜田市 4  山口県下松市 4 

静岡県浜松市 1  滋賀県長浜市 2  兵庫県新温泉町 1  島根県出雲市 3  山口県光市 4 

静岡県沼津市 3  滋賀県近江八幡市 5  奈良県天理市 2  島根県益田市 4  山口県長門市 1 

静岡県熱海市 4  滋賀県草津市 4  奈良県桜井市 1  島根県大田市 4  山口県柳井市 5 

静岡県三島市 3  滋賀県栗東市 4  奈良県五條市 2  島根県安来市 4  山口県美祢市 2 

静岡県富士宮市 2  滋賀県甲賀市 4  奈良県御所市 3  島根県江津市 4  山口県周南市 4 

静岡県伊東市 2  滋賀県野洲市 5  奈良県香芝市 5  島根県雲南市 3  山口県山陽小野田市 3 

静岡県島田市 1  滋賀県高島市 2  奈良県葛城市 4  島根県奥出雲町 4  山口県周防大島町 5 

静岡県富士市 1  滋賀県東近江市 2  奈良県宇陀市 4  島根県飯南町 3  山口県和木町 5 

静岡県磐田市 2  滋賀県米原市 1  奈良県山添村 2  島根県川本町 3  山口県上関町 5 

静岡県焼津市 4  滋賀県日野町 2  奈良県斑鳩町 2  島根県美郷町 4  山口県田布施町 5 

静岡県掛川市 2  滋賀県甲良町 4  奈良県曽爾村 1  島根県邑南町 2  山口県平生町 5 

静岡県藤枝市 1  滋賀県多賀町 3  奈良県御杖村 3  島根県津和野町 4  徳島県徳島市 2 

静岡県御殿場市 2  京都府京都市 1  奈良県高取町 2  島根県吉賀町 4  徳島県鳴門市 4 

静岡県袋井市 5  京都府綾部市 2  奈良県王寺町 5  島根県海士町 5  徳島県吉野川市 2 

静岡県裾野市 3  京都府宇治市 3  奈良県吉野町 2  島根県西ノ島町 5  徳島県阿波市 4 

静岡県伊豆市 1  京都府亀岡市 3  奈良県大淀町 3  島根県隠岐の島町 5  徳島県美馬市 2 

静岡県御前崎市 4  京都府向日市 5  奈良県下市町 3  岡山県倉敷市 4  徳島県三好市 2 

静岡県菊川市 4  京都府八幡市 5  奈良県黒滝村 2  岡山県津山市 2  徳島県勝浦町 3 

静岡県伊豆の国市 1  京都府京丹後市 2  奈良県天川村 1  岡山県玉野市 4  徳島県佐那河内村 3 

静岡県東伊豆町 2  京都府南丹市 2  奈良県野迫川村 2  岡山県総社市 4  徳島県神山町 2 

静岡県河津町 3  京都府宇治田原町 2  奈良県十津川村 2  岡山県高梁市 4  徳島県那賀町 2 

静岡県南伊豆町 2  京都府笠置町 3  奈良県上北山村 1  岡山県新見市 2  徳島県美波町 1 

静岡県松崎町 2  京都府和束町 2  奈良県川上村 1  岡山県備前市 3  徳島県海陽町 3 

静岡県西伊豆町 2  京都府京丹波町 1  奈良県東吉野村 1  岡山県瀬戸内市 4  徳島県藍住町 5 

静岡県函南町 3  京都府伊根町 3  和歌山県橋本市 2  岡山県赤磐市 3  徳島県板野町 4 

静岡県長泉町 4  京都府与謝野町 3  和歌山県田辺市 1  岡山県真庭市 2  徳島県つるぎ町 3 

静岡県小山町 3  大阪府岸和田市 5  和歌山県新宮市 2  岡山県美作市 3  徳島県東みよし町 2 

静岡県森町 2  大阪府高槻市 3  和歌山県紀の川市 4  岡山県浅口市 5  香川県高松市 4 

愛知県豊川市 2  大阪府貝塚市 5  和歌山県岩出市 5  岡山県和気町 4  香川県丸亀市 5 

愛知県豊田市 3  大阪府河内長野市 5  和歌山県かつらぎ町 3  岡山県矢掛町 5  香川県観音寺市 3 

愛知県西尾市 5  大阪府羽曳野市 5  和歌山県九度山町 3  岡山県新庄村 3  香川県さぬき市 3 

愛知県蒲郡市 4  大阪府豊能町 3  和歌山県高野町 2  岡山県鏡野町 2  香川県東かがわ市 3 

愛知県犬山市 4  大阪府能勢町 2  和歌山県美浜町 5  岡山県勝央町 3  香川県土庄町 2 

愛知県新城市 2  大阪府熊取町 5  和歌山県日高町 2  岡山県奈義町 2  香川県宇多津町 5 

愛知県日進市 5  大阪府岬町 5  和歌山県由良町 4  岡山県西粟倉村 1  香川県綾川町 4 

愛知県北名古屋市 5  大阪府太子町 5  和歌山県印南町 4  岡山県久米南町 4  愛媛県松山市 3 

愛知県長久手市 5  大阪府河南町 5  和歌山県日高川町 2  岡山県美咲町 3  愛媛県今治市 2 

愛知県美浜町 5  大阪府千早赤阪村 5  和歌山県白浜町 2  岡山県吉備中央町 4  愛媛県宇和島市 2 

愛知県設楽町 1  兵庫県姫路市 3  和歌山県上富田町 1  広島県広島市 2  愛媛県八幡浜市 3 

愛知県東栄町 2  兵庫県西宮市 4  和歌山県那智勝浦町 2  広島県三原市 3  愛媛県新居浜市 3 

愛知県豊根村 1  兵庫県洲本市 3  和歌山県太地町 2  広島県尾道市 4  愛媛県西条市 2 

三重県伊勢市 3  兵庫県相生市 4  和歌山県古座川町 2  広島県福山市 4  愛媛県大洲市 3 

三重県松阪市 1  兵庫県豊岡市 2  和歌山県北山村 3  広島県三次市 3  愛媛県伊予市 5 

三重県桑名市 4  兵庫県三木市 4  和歌山県串本町 1  広島県庄原市 2  愛媛県四国中央市 1 

三重県名張市 2  兵庫県高砂市 4  鳥取県岩美町 3  広島県東広島市 1  愛媛県西予市 1 

三重県尾鷲市 2  兵庫県小野市 4  鳥取県若桜町 2  広島県廿日市市 4  愛媛県東温市 3 

三重県亀山市 2  兵庫県三田市 4  鳥取県智頭町 1  広島県安芸高田市 1  愛媛県上島町 5 

三重県熊野市 1  兵庫県丹波市 3  鳥取県八頭町 1  広島県江田島市 5  愛媛県久万高原町 3 
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愛媛県砥部町 4  福岡県岡垣町 4  熊本県菊陽町 2  鹿児島県阿久根市 2    

愛媛県内子町 4  福岡県遠賀町 5  熊本県南小国町 3  鹿児島県指宿市 4    

愛媛県伊方町 4  福岡県筑前町 4  熊本県産山村 2  鹿児島県西之表市 2    

愛媛県松野町 2  福岡県東峰村 2  熊本県西原村 2  鹿児島県垂水市 4    

愛媛県鬼北町 3  福岡県広川町 4  熊本県南阿蘇村 2  鹿児島県日置市 4    

愛媛県愛南町 2  福岡県香春町 3  熊本県御船町 1  鹿児島県いちき串木野市 3    

高知県高知市 3  福岡県添田町 1  熊本県益城町 3  鹿児島県南さつま市 5    

高知県室戸市 3  福岡県川崎町 2  熊本県甲佐町 2  鹿児島県奄美市 5    

高知県南国市 3  福岡県大任町 3  熊本県山都町 2  鹿児島県南九州市 4    

高知県土佐市 5  福岡県福智町 4  熊本県氷川町 2  鹿児島県伊佐市 1    

高知県須崎市 3  福岡県苅田町 3  熊本県芦北町 1  鹿児島県姶良市 2    

高知県宿毛市 2  福岡県みやこ町 3  熊本県津奈木町 3  鹿児島県三島村 5    

高知県土佐清水市 3  福岡県上毛町 3  熊本県錦町 2  鹿児島県十島村 5    

高知県香南市 3  福岡県築上町 2  熊本県水上村 2  鹿児島県さつま町 2    

高知県香美市 1  佐賀県佐賀市 5  熊本県相良村 2  鹿児島県長島町 5    

高知県東洋町 2  佐賀県唐津市 5  熊本県五木村 1  鹿児島県大崎町 4    

高知県奈半利町 2  佐賀県多久市 5  熊本県山江村 2  鹿児島県錦江町 5    

高知県安田町 3  佐賀県伊万里市 5  熊本県球磨村 2  鹿児島県肝付町 4    

高知県北川村 1  佐賀県武雄市 5  熊本県あさぎり町 2  鹿児島県中種子町 2    

高知県芸西村 2  佐賀県鹿島市 5  熊本県苓北町 4  鹿児島県南種子町 3    

高知県本山町 1  佐賀県小城市 5  大分県中津市 2  鹿児島県屋久島町 3    

高知県大豊町 1  佐賀県嬉野市 2  大分県日田市 2  鹿児島県宇検村 5    

高知県土佐町 2  佐賀県神埼市 5  大分県臼杵市 2  鹿児島県瀬戸内町 5    

高知県大川村 2  佐賀県基山町 5  大分県津久見市 4  鹿児島県龍郷町 5    

高知県いの町 2  佐賀県上峰町 5  大分県竹田市 1  鹿児島県徳之島町 5    

高知県仁淀川町 4  佐賀県みやき町 5  大分県豊後高田市 1  鹿児島県天城町 5    

高知県中土佐町 2  佐賀県有田町 5  大分県杵築市 2  沖縄県石垣市 5    

高知県佐川町 4  佐賀県大町町 5  大分県宇佐市 2  沖縄県名護市 5    

高知県越知町 4  佐賀県江北町 5  大分県豊後大野市 2  沖縄県南城市 5    

高知県梼原町 2  長崎県長崎市 2  大分県由布市 2  沖縄県国頭村 5    

高知県津野町 3  長崎県佐世保市 3  大分県国東市 1  沖縄県大宜味村 5    

高知県四万十町 2  長崎県島原市 5  大分県日出町 3  沖縄県恩納村 5    

高知県大月町 3  長崎県大村市 5  大分県九重町 2  沖縄県北谷町 5    

高知県三原村 2  長崎県平戸市 5  大分県玖珠町 2  沖縄県中城村 5    

高知県黒潮町 3  長崎県壱岐市 2  宮崎県宮崎市 3  沖縄県渡嘉敷村 5    

福岡県北九州市 4  長崎県五島市 2  宮崎県都城市 2  沖縄県座間味村 2    

福岡県福岡市 4  長崎県西海市 5  宮崎県延岡市 2  沖縄県伊平屋村 5    

福岡県久留米市 4  長崎県南島原市 5  宮崎県日南市 3  沖縄県八重瀬町 5    

福岡県直方市 4  長崎県長与町 5  宮崎県日向市 1  沖縄県竹富町 5    

福岡県飯塚市 1  長崎県時津町 5  宮崎県串間市 4       

福岡県田川市 3  長崎県東彼杵町 5  宮崎県西都市 2       

福岡県八女市 3  長崎県川棚町 5  宮崎県えびの市 2       

福岡県豊前市 2  長崎県波佐見町 5  宮崎県三股町 4       

福岡県中間市 5  長崎県佐々町 4  宮崎県高原町 3       

福岡県筑紫野市 3  長崎県新上五島町 2  宮崎県国富町 3       

福岡県宗像市 4  熊本県熊本市 4  宮崎県高鍋町 4       

福岡県太宰府市 4  熊本県八代市 1  宮崎県新富町 3       

福岡県古賀市 1  熊本県人吉市 2  宮崎県西米良村 2       

福岡県福津市 3  熊本県水俣市 2  宮崎県木城町 2       

福岡県うきは市 3  熊本県菊池市 3  宮崎県川南町 3       

福岡県宮若市 2  熊本県上天草市 5  宮崎県都農町 2       

福岡県嘉麻市 2  熊本県宇城市 5  宮崎県門川町 2       

福岡県朝倉市 2  熊本県阿蘇市 2  宮崎県美郷町 2       

福岡県みやま市 4  熊本県天草市 5  宮崎県高千穂町 1       

福岡県糸島市 5  熊本県美里町 1  宮崎県日之影町 1       

福岡県那珂川町 5  熊本県玉東町 5  宮崎県五ヶ瀬町 1       

福岡県宇美町 5  熊本県南関町 4  鹿児島県鹿児島市 3       

福岡県須恵町 2  熊本県和水町 4  鹿児島県鹿屋市 4       

福岡県久山町 1  熊本県大津町 2  鹿児島県枕崎市 5       

※回答結果が得られなかった市町村は、上記の表から除いている 
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付録５ 意見聴取会 

■第１回意見聴取会における意見等 

 

◆ 事業の概要とスケジュール 

【委員からの意見】 

市町村捕獲データの活用について 

【羽澄委員】6 ページの 5 年前との比較の図分析の方向として、市町村ごとの捕獲の総数

を示すグラフと林業被害の関係性が読み取れないか。また、林内の柵設置の総延長と被害

発生状況（アンケートの結果）の関係性が読み取れないか。林野庁で蓄積されているデー

タとのつながりを分析できると良い。 

【羽澄委員】1 ページの文献調査の結果中にある施業段階と捕獲の関係、施業のいつの段

階でどんな被害が発生するのかという整理はマニュアルにも有益である。何らかの形で情

報収集ができるとよい。また、2項目目の捕獲に係わる市町村への電話ヒアリングに記載

のある「鳥獣被害防止森林区域」や捕獲を実施している林業事業体が現時点で何例あるの

かというのは報告書段階で記載があった方が良い。 

 

森林施業と一緒に捕獲を実施することについて 

【坂田委員】森林施業のついでに捕獲ができるのかどうかというのは重要な論点である。

捕獲作業は朝から作業を始めても日が暮れるまでに終わらないことも多々ある。このよう

な現場では当たり前のことを発注者側も認識する必要がある。ヒアリングで「ついで捕

獲」は難しいという意見があがっているのであれば、その事実をマニュアルでしっかりと

伝えないといけない。 

 

補助メニューに係わるヒアリングについて 

【坂田委員】4 ページの補助メニューに係わるヒアリングの部分は、新しく補助メニュー

を作る方法をマニュアル化するのを目的としているのか、今ある補助メニューの使い方の

マニュアルなのか。新しい補助メニューの作り方を一般化して記載するのは良い。一方

で、使ってもらいたい補助メニューの使い方を説明するならば、補助メニューによって使

い方が変わるので、記載に工夫が必要である。 

【坂田委員】今回のマニュアルが補助事業の作り方を検討するものなのか、既存の補助事

業をうまく使うことを目的としているのかで記載する内容は真逆になる。補助メニューの

活用に対する立場を明確にしてマニュアルを作成すると良い。 

【林野庁】今回の資料に記載されている補助メニューに関するヒアリングの内容について

は、発注者向けのマニュアルを作る前段階で、発注者はどういう元手で事業を発注してい

るのかを把握しないとならないという話になり、独自で事業をしている市町村にどのよう

な財源で事業を実施しているのかをヒアリングする目的があった。 
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◆ 捕獲技術マニュアルの構成と内容に関する検討 

【委員からの意見】 

安全管理事項、錯誤捕獲の記載について 

【羽澄委員】資料 3 の文中にクマの錯誤捕獲、止め差しの話が散見される。安全管理事項

について 4章の後半や別の章を設けて記載した方が良い。想定される危険性・共通する危

険を整理して予防のための留意事項、事故が起きた場合の対処法など、記載すべき内容は

多い。文量は必要ないが、留意すべき点は伝わるように記載した方が良い。 

【飯島委員】錯誤捕獲について小さく扱わない方が良い。また、獣種によって錯誤捕獲の

可能性は変わるので、9ページの表のように一括りに錯誤の可能性が低い、という記載を

するのはよくない。安全管理については別立てで記載した方が良い。 

 

防鹿柵とシカの動きの関係の記載について 

【飯島委員】防鹿柵の設置は国有林で実際に試行錯誤して実施しているところがある。柵

の特徴や設置の難しさなど試行錯誤の事例を取り入れるのであればよいが、一般的なイメ

ージの話ならば必要ないのではないか。（柵設置実施例：東京神奈川森林管理署（これか

ら実施のためマニュアル反映は難しい）） 

【羽澄委員】マニュアルのシカの行動の文章は社会性や季節移動の話題と混在しており、

伝えたいところが伝わってこないので整理した方が良い。 

【坂田委員】シカが柵に沿って歩く行動を利用してわなを仕掛けると捕獲効率が上がるの

は事実であるが、マニュアルに「柵に沿ってわなを仕掛けること」とだけ記載をされてい

ると、わかる人はイメージを持てるが、わからない人がやった場合、マニュアル通りにわ

なを仕掛けたのに捕獲ができないということが起こり得る。柵に沿った捕獲の意図を理解

してもらえるマニュアルでなければ、成果が得られない。読み手に誤解を与えないように

記載することが重要である。 

【林野庁】国有林の事例については、実績を国有林の部局へ照会し把握したい。事例があ

ればマニュアルに反映する。 

 

作業記録の重要性の記載について 

【飯島委員】5 ページの作業記録の重要性についての部分が何を意図しているのかわかり

難い。 

前半に書いてあることは捕獲効率を出すために必要な記録かと捉えられるが、後半は捕獲

許可に基づいた法定報告が必要なことであると捉えられる。法に基づいて確実に実施すべ

き報告と記録した方が事業に役立つ部分は整理して記載する必要がある。 

 

捕獲効率の記載について 

【坂田委員】資料中で捕獲の効率はわな日あたりで記載されているが、捕獲ではわなにか

かる費用よりも人件費の方がコストはかかる。契約の中でもわな日数の指定があるが、無

駄なわなを仕掛けても捕獲の成果は上がらない。一方で効果的にわなを仕掛けることでわ
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な日数は少なくても捕獲の成果が上がる。したがって、捕獲効率では人日ベースが重要な

指標となる。発注者側も受託者側も人日ベースの認識をすべきなので、マニュアルの捕獲

効率も人日ベースの整理があると良い。 

【林野庁】マニュアルへの記載は、事業の成果を把握する上で人日ベースでの計算が重要

であるという記載だと良い。 

 

ICTを利用した捕獲の記載について 

【坂田委員】26ページの ICTを使った捕獲について、ICT の活用には知識や技術を持った

人手が必要で、ICT を使用することで必ずしも作業の効率化につながるわけではない。見

回りや殺処分をしっかり行って捕獲をするのか、それともあまり手間をかけずに捕獲を行

うのかでも ICTの活用方法は変わってくるので、どの形の捕獲を行うのかという目指すべ

きプロトタイプを決め、そこに添ってマニュアルを作るのが良い。 

 

◆ 捕獲事業推進マニュアルの構成と内容に関する検討 

【委員からの意見】 

・事業目標の設定について 

【羽澄委員】マニュアルに書かれている内容は鳥獣保護管理法の「地域で頭数を減らす」

という考えが混在している。林業事業体としては、特定された林分からシカが排除された

か否かが確認できればよい。目標設定にはカメラからシカが見られなくなった、糞塊が無

くなったということが指標になるのではないか。 

同様に、14、15ページにある中長期目標短期目標の指標についても、捕獲数を指標にす

るのではなく、対象林分から糞塊やカメラ、被害の出現量などを目標設定にするのが良

い。 

【坂田委員】林業をする場所で捕獲をする理由は被害をなくすことである。カメラや糞塊

でシカの存在を確認するのではなく、捕獲を実施して植えた木が成長すれば目標達成とい

う指標でも良い。 

【飯島委員】これまでの事業では「痕跡が減ったから捕獲の効果があった」といったよう

な評価があったが、シカの季節的な移動等が考慮されていない。季節的な面についてもし

っかり事業評価に反映されるように注意点を記載するべきである。 

【林野庁】事業の発注を考えると単年度での目標設定を書かざるを得ないが、発注した事

業の年度が終わったらすべて終わりになるのではなく、翌年度のフォローアップ的な目標

を持ってもらいたい。 

 

・単年度での評価軸について 

【坂田委員】捕獲期間終了後、翌年に被害を確認することになるため、単年度で被害を評

価するのは難しい。最終的な目標は植林したものがシカの被害から逃れられたかどうかだ

が、単年度で見るならば、捕獲数あるいは糞塊やカメラ調査。1 年ごとの確認であれば被

害量が減った、順調に樹高が成長しているといった評価になる。新規の植林をしていなく
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ても、被害がある場合には対策をして新たな被害の有無を調べる、というのが一番シンプ

ルな評価方法になるのではないか。 

【飯島委員】事業発注者が事業終了時や事業終了後等といった、より具体的な時間スケー

ルで目標を設定し事業を発注する必要があるということが伝わるよう整理することが必要

である。 

 

・対策を行う目的・対策範囲について 

【坂田委員】目標設定はしっかりと考えて設定されるべきである。森林の中でも被害に合

い易いのは新植造林地であり、成林した場所の被害ダメージは少ない。森林の管理者は新

しく造林した場所がシカの被害を受けやすいというのはわかっているので、そこで対策を

すれば目標や対策の効果の評価は明確になるのではないか。 

【羽澄委員】指定管理事業で地域のシカの頭数を減らすという目標がある中で、その一部

を林業事業者が担う必要があるという位置づけをマニュアルの中に記載し理解してもらう

ことが大事である。新植地がなく被害が出ていなくても間伐を実施した場所がシカのえさ

場になる。新植地以外の場所の捕獲についても記載があれば良い。 

【坂田委員】林野庁としてマニュアルを作る意味を考えるべきである。今は被害対策を行

うターゲットを絞れていない。必要なところに捕獲の労力を向けていかないと望ましい結

果は出ない。被害対策の目的や対象をしっかり検討した方が良い。 

【林野庁】林業地、人工林に対する被害軽減がターゲットとして大きなところ。天然林は

林業で使用する天然林が対象になる。WMOとも相談して被害対策の対象や目的を整理し、

より林野庁らしいマニュアルにできれば良い 

 

 

■第２回意見聴取会における意見等 

◆ 事業の概要とスケジュール 

資料１：事業の概要とマニュアルの作成方針 

特になし 

 

◆ 捕獲技術マニュアルの構成と内容に関する検討 

資料２：捕獲技術マニュアル（修正案） 

【委員からの意見】 

はじめに 

 特になし 

 

第１章 林業地での捕獲の必要性とマニュアルの活用方法 

 特になし 

 

第２章 シカの捕獲作業とは 
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３、作業記録の重要性 

【羽澄委員】5 ページの下部、「捕獲したときは法定報告が必要」という記載について、

このページで唐突に法定報告の話が出てくると読み手は理解し難い。マニュアルの冒頭に

現在の法整備について記載があると、「法定報告」の話が出た際に読み手は流れが掴み易

い。 

 

４、捕獲作業の安全管理 

【坂田委員】6 ページの目立つ色の服装の部分、「銃で撃たれる事例が多く発生してい

る」とあるが、本当に人が銃で撃たれる事例は多くあるのか。身を守るために服装の色に

気を付ける、という意味で表記されていると思うが、人が撃たれる事態はあってはいけな

いことであって本来銃を扱う側が注意すべきことである。「多く発生している」という書

き方が少し気になる。 

【林野庁】人が撃たれるのは多い事例ではないが、実際に発生してしまっていること。銃

を扱う側が注意すべきというのはその通りであるが、服装についてはできれば記載してほ

しいと林野庁の方から依頼している。 

【羽澄委員】6 ページ服装の色の、「極力白色のものは身に着けない」という記載はシカ

のお尻の色と間違われる可能性があるからだと思うが、なぜ白色なのかという理由の記載

がないので追記するべき。 

【坂田委員】マニュアル中に注意喚起の看板を付ける旨の記載がない。法令に基づいた記

載だけでなく、わなを仕掛けている旨を注意喚起する看板を付けるといった記載もマニュ

アルにあるべき。 

 

第３章 林業地での効果的な捕獲手法 

２、誘引式くくりわなによる捕獲 

３、箱わな、囲いわなの捕獲手順とポイント 

４、くくりわなの捕獲手順とポイント 

＜捕獲の手順とポイント＞ 

【羽澄委員】図に止めさし後、継続の矢印が伸びているが、止めさしの注意として、捕獲

したその場で止めさし後の解体・処分をすると次回以降同じ場所でシカのわなにかかりづ

らくなるため、止めさし後の処理は他の場所で行うなどの配慮が必要であるという記載が

必要である。 

 

＜場所の選定＞ 

【坂田委員】わなの設置場所の選定で「林業地の近く（アクセスが良い）」という記載が

マニュアル内にあるが、道路の近くだと違法になることもあるので、「近い」の程度がど

のくらいなのかを明確に記載した方が良い。 

 

＜餌付け＞ 

【羽澄委員】「餌付けの手順」にあるエサをまく部分のイラスト、実際のエサをまく際は

わな設置場所周辺にエサをばら撒き、そのエサへシカが頭を近づけることによりわなへ足

を踏み入れる、ということを説明したいのだと思うが、今のイラストだとその部分が伝わ

りづらく、捕獲初心者がマニュアルのイラストの通り 1列にきれいに並べて、シカはわな

に足を踏み入れないといった事態にならないか。もう少しイラストを分かりやすくした方

が良い。 

【飯島委員】捕獲に使用するエサの選び方や置き方はまだ確立されていない。「このエサ

がおすすめです」という表記にする必要はないが、錯誤を避ける点でもう少し具体的に記
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載する必要があるのではないか。特に林業事業体の人はエサについて知識がないので、体

系化することはできなくても「このエサはシカ以外の鳥獣を誘引してしまうため NG」と

いった表記はできないか。 

【羽澄委員】誘引エサは夏場に撒いても他の場所にも食料はあるので意味がないのでは。

季節的な配慮についても記載があってもよいのでははいか。 

 

＜見回り＞ 

【羽澄委員】見回りの手順の見出し横に「わなに近づいて状況を確認する」と記載がある

が、その後の本文の中に「離れた場所からわなの状態や周囲の状況を確認する」と記載さ

れており、内容が矛盾している。見出し横は「状況を確認する」として、本文を「離れた

場所から安全を確認し近づくようにする」といったような表現に修正するべき。 

 

＜止めさし＞ 

【飯島委員】止めさしの部分は銃以外の方法が記載されているが、4章にあるように猟友

会に依頼して銃による止めさしを行う方法もある。銃以外の方法と記載されたマニュアル

の部分だけを見ると、銃を使わずに止めさしをしなければいけないと考えてしまう人もい

るのではないか。銃による止めさしの選択肢があることについても記載できないか。 

 

＜錯誤捕獲の対応＞ 

【飯島委員】14ページの錯誤捕獲の対応にある「現場から離れて市町村等に連絡してく

ださい」という記載は少し曖昧である。獣種によってどういった流れになるのか基本的な

法体系も交えてもう少し詳しく記載した方が良い。 

【林野庁】環境省のホームページを見ると錯誤捕獲時の対応手順についての記載がある。

手順の記載は必要だと考えているので、検討したい。 

【羽澄委員】錯誤捕獲あった場合はどう対応するのか、錯誤が起こらないようにするには

どうするべきかという記載がない。 

【坂田委員】錯誤捕獲が起こった場合、どう対応するのかを事前に確認するなど、手順を

事前に決めておくことが大事だという記載があるべき。 

 

第４章 林業地における捕獲の実施体制 

特になし 

 

第５章 シカの動きと森林施業を考慮した捕獲作業 

 特になし 

全般・その他 

＜マニュアルの対象＞ 

【坂田委員】捕獲には狩猟と許可捕獲、事業による捕獲の 3つがあるが、マニュアルの対

象は許可による捕獲に絞って記載した方がいいのではないか。 
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＜マニュアル内事例紹介＞ 

【坂田委員】マニュアル内に作業スケジュールの事例があるが、半日捕獲作業した場合と

1日捕獲作業した場合に捕獲効率に差はあるか。まだマニュアルに記載できるほどのデー

タが収集できていなければ、ゆくゆくは 1日捕獲作業を行った際の効率を示せるよう引き

続きデータを集めていただきたい。 

 

◆ 捕獲事業推進マニュアルの内容に関する検討  

資料３：捕獲事業推進マニュアル（修正案） 

【委員からの意見】 

はじめに 

【羽澄委員】1 ページの「適正な個体数を維持するための密度管理ではなく、被害を軽減

することを目的とした捕獲の推進が必要となります。」の文について、捕獲の目標として

個体数の半減がよく掲げられるが、個体数が減ってもシカの密度が高ければ被害程度とし

ては変わらないという現状がある。なおかつ、林業事業体にとっては被害対策を行うべき

場所は限られているので、重要になるのはシカの密度管理ではないか。「密度管理ではな

く捕獲の推進」という表記になっているのが気になる。 

【坂田委員】林業事業体からすれば、成林までの期間、何とか被害を抑えたいと考えてい

るであろう。「被害を軽減することを目的とした捕獲の推進」という部分は間違っていな

いが、マニュアルを読む林業事業体の方にとっては、広域的な個体数管理や密度管理では

なく、管理している森林の局所的な密度管理が重要である。 

 

第１章 林業地での捕獲事業推進マニュアルの必要性とねらい 

【羽澄委員】1 章の中に鳥獣法で県が特定計画を作成し、それを実行する管理と、森林法

の森林計画制度の中で動く鳥獣害対策の事業の目的は全く異なるという法律上の位置づけ

をもう少し明確にした説明があった方が良い。 

 

１、森林・林業被害を軽減するための適切なシカ捕獲事業を展開するために 

【羽澄委員】3 ページの図 1-4 が一目見てわかるようになっていない。本来は図でイメー

ジが湧いて説明書きで補完をするものだが、この図にある△や×を見ても何を伝えたいの

か分からない。 

 

２、捕獲事業推進マニュアルの活用方法 

【羽澄委員】4 ページの「全国的に拡大造林期等に植栽された林が伐期を迎え、今後、シ

カによる被害を特に受けやすい新植地が増加します。」という文章について、新植地が増

加するのはもちろんだが、伐採促進事業で生み出された伐採跡地がシカを増やす原因にな

っているという表記も必要である。新植地は植えた苗木が食べられる被害が発生する場所

だが、伐採跡地はシカのエサ場となりシカを増やす場所になっているという記載が抜けて

いる。技術マニュアルでも同様に、伐採跡地についての記載が抜けていた。林野庁ではこ
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のマニュアルの作成のようにシカ捕獲の推進もしている一方で、間伐促進などでシカのエ

サ場を増やしてしまっているという矛盾した現状がある。その矛盾をカバーするために

も、伐採跡地でこそシカを捕獲しましょう、そのためのノウハウはこうである。という記

載がマニュアルに必要ではないか。 

【林野庁】林野庁の政策としては、間伐等をした後はしっかりと造林しましょうという方

針である。造林されずに放置されている場所は早めに造林しなければいけない。その際造

林地にシカが集まり苗木が食べられるという話があるので、伐採跡地でシカが増えるとい

うのも事実だが、それを全面に出してマニュアルに記載するのは難しいと考えている。書

きぶりについては再検討したい。 

【羽澄委員】現状として伐採から植林をするまでの期間にシカが増えている部分がある。

伐採跡地はシカが増えやすい場所ということは明確なので、伐採跡地でのシカ捕獲はシカ

の数を減らす上で重要である。このマニュアルに書くべきかわからないが、検討していた

だきたい。 

 

第２章 捕獲事業の設計と計画書イメージ 

２、事業計画書の項目及び記載内容のポイント 

【飯島委員】事業内容や実施地域の例が四角で囲ってある部分に挙げられているが、事例

である旨が記載されていないため、マニュアルの読み手がこの通りにやらなければいけな

いと受け取らないよう、事例であることを明記すべき。 

 

＜事業目標＞ 

【飯島委員】7 ページの事業目標で捕獲努力量が押されているが、努力量ベースで考えて

しまうと、わなはかけっぱなしで見回りはするが捕獲はないという結果になりかねない。

捕獲目標が分からないのでとりあえず努力量を設定して始めた場合に捕獲がなくても努力

量をかければお金が入ってくると認識してしまうと、その後捕獲数は上がらない。捕獲に

対する努力がないまま同じ仕様で事業が進まないかという懸念がある。 

【羽澄委員】捕獲に係わる努力行為によってシカがいなくなればいいとも考えられるの

で、指標として林地の中にシカの痕跡が無くなった、カメラに映る頭数が無くなったとい

う評価もあっていいのではないか。 

【坂田委員】捕獲事業ならば、捕獲数が事業目標であるべき。目標の捕獲数を達成するた

めに、これだけの作業をするというのは目標でなく仕様である。わなを仕掛けることを目

標にして事業を実施することはあり得ない。わなを何台日仕掛けてくださいという仕様

は、しっかりと捕獲効率が計算された上であれば良い事業になる可能性があるが、今のマ

ニュアルにあるように捕獲目標が設定せずに努力量だけ設定しても良い事業にならない可

能性が高くなるのではないか。 

【坂田委員】どちらのマニュアルにも、「わな日数当たり」の捕獲効率が挙げられている

が、わな日数当たりだと手法の違いによる比較ができない。現実として費用は人手の方に
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かかっており、わなをかける人によって効率は変わってくるので、人が何日動き何頭獲れ

たかが重要な指標になる。 

【坂田委員】わなの数さえかけたら良いという考え方には注意が必要である。仕様で指示

されたわな台数が多すぎると、捕獲の可能性がない場所にも無理にわなを仕掛けなければ

ならなくなり、捕獲効率が下がることもある。逆に、わな数でなく捕獲数を目標とする

と、時間をかけても捕獲の可能性が高い場所を選んでわなを仕掛けて捕獲効率を上げよう

という考え方になる。 

 

＜止め差しと捕獲個体の処理＞ 

【羽澄委員】8 ページの事業内容④にある、「捕獲事業者等」というのは個人の狩猟者も

含まれるのか。林業事業体の方はこの表記では少し分かりづらいと感じる。また、その下

のポイントの中に「埋設穴の深さは 0.5ｍ以上の深さが必要」といった記載があるが、こ

の 0.5ｍの深さの穴にシカを埋めるために被せる土はどのくらい必要になるのか想定もさ

れた上でこの深さが設定されているのか、少し検討が必要。 

 

＜報告書作成＞ 

【飯島委員】9 ページの最後に「事業成果は報告書として取りまとめること」とあるが、

今は作業日誌等いろいろなものを電子データで保管しているので、紙でまとめたものだけ

でなく電子データも提出することも記載していただきたい。複数の事業を比較するとき、

紙だと比較が著しく困難になる。 

 

第３章 捕獲事業を設計するために抑えておくべき基本的な考え方 

２、事業計画書の項目の設計方法 

（２）実施地域の設定 

【坂田委員】11ページのコラムに挙げられている図は局所的な密度管理を行うことを考

えると広域すぎる。参考にはなるが、林業事業体が管理する造林地がどうなっているかを

判断できるような図が重要ではないか。 

 

（４）業務内容の設計 

 ②事業の目標設定 

【坂田委員】15ページのコラムに捕獲効率について指導の有無による違いの記載がある

が、技量の違いによる捕獲効率の違いは重要である。どの部分に費用や労力がかかったの

か、どの捕獲手法や時期で捕獲効率が良かったのか、どのような人材が従事したのが良か

ったのかといった分析が捕獲効率の評価で重要となるので、場所・時期・手法・従事者ご

とに集計をすると評価がしやすくなるといったもう少し具体的な記載をすべき。 

【林野庁】捕獲効率の評価項目は 9ページの報告書の作成部分でどのデータが必要なのか

という整理とリンクしてくるので、評価項目についてはもう一度整理し報告書へ盛り込み

たい。 
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【坂田委員】事業全体の評価をするためには、事前準備や安全確保、地元調整等にかかっ

た作業量の記録も重要なので、こういった事前準備の記録を残して整理・共有することも

重要である。 

【坂田委員】今発注されている事業ではわな日数当たりといった努力量が仕様で求められ

ることが多ので、今回のマニュアルは現状の仕様に追従する形で作成するのか、基本的な

考え方や今後あるべき姿として事業の仕様や評価の仕方を提示するようなことも踏まえた

ものにするのか。 

【林野庁】マニュアルなので、現行の事業の内容に追従していくような、一般的にはこう

だということを発注者の方々に提示することも大事だと考えているが、目標設定の考え方

や問題点というのは明らかにしていく必要がある。現状は今ある仕様を使っていくしかな

いが、発注者には目標設定の考え方や問題点について常に念頭に置き事業設計をしてほし

いと考えている。 

 

③捕獲作業の記録 

【飯島委員】記録、報告することが重要という表現がよく出てくるが、今回のマニュアル

では記録様式や記載内容を明確に示すことが一番重要である。必要な情報がしっかりと報

告として上がってくるように様式や記入についての説明を入れてほしい。 

 

第４章 林業地での効率的な捕獲推進に向けて 

２、林業地の特徴と捕獲の結び付け 

【羽澄委員】23ページの森林施業とシカの反応の事例で「ウラジロモミ等のシカが比較

的好む樹種」とあるが、一般的に植えられている樹種としてはスギやヒノキが多い。も

し、スギやヒノキの落手がエサになるということがあればウラジロモミよりそちらの方が

良いのではないか。また、24ページのコラム内にある 2 つの図、違いが分かりづらくな

ぜ 2 つ並べているのか分からない。イラストを 1 つにするか、より分かりやすいイラスト

に差し替えた方が良い。 

 

その他 

【羽澄委員】全体としてレイアウト等バランスはいいが、文章をもう少しすっきりできれ

ば良い。 

【飯島委員】推進マニュアルの表紙が、林業の流れの絵になっていて、内容とあっていな

い気がする。事業を実行する流れがイラストとしてあった方が良いのではないか 
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